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平成
24年度

予算総額は、50億9千700万円
（前年対比 7千900万円減（1.5％））　

一般会計予算 可決一般会計予算 可決

歳入

歳出

町税
34億924万円

分担金及び負担金・
使用料及び手数料・
財産収入・寄附金
1億6435万円

繰越金
5100万円

利子割交付金・
配当割交付金・
株式等譲渡所得交付金・
交通安全対策特別交付金
1510万円

地方消費税交付金
1億9700万円

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
1億1100万円

地方交付税・
地方特例交付金
2100万円

国庫支出金
3億5852万円

町債（借金）
1億900万円

県支出金
2億2938万円

地方譲与税・
自動車取得税
7400万円

繰入金
1億5876万円

諸収入
1億9865万円

◎町制４０周年記念事業
◎大山川堤防道路設計委託料
◎新栄小学校太陽光発電設置工事
◎新栄・志水小学校扇風機設置工事
◎給食センター改修工事
◎公債費（借金返済）

１３６０万円
３２０万円
４５４０万円
１４６０万円
１１７０万円

１億４２4０万円

主な事業

　　　　　　　  議　　案
平成２４年度国民健康保険特別会計予算
平成２４年度後期高齢者医療特別会計予算
平成２４年度介護保険特別会計予算
平成２４年度介護サービス事業特別会計予算
平成２４年度公共下水道事業特別会計予算

審議結果（予算関係）
予算額      

１４億２１７０万円
　１億３８１６万円
　７億１９７３万円
　　　　１５８万円
　６億７６２６万円

審議結果        
全員賛成▶可決

賛成１０反対１▶可決
賛成１０反対１▶可決

全員賛成▶可決
全員賛成▶可決

民生費
17億36万円

衛生費
7億1878万円

労働費
5万円

農林水産業費
7727万円

商工費
8938万円 

土木費
4億6806万円

消防費
2億6662万円

教育費
7億4475万円 

公債費（借金返済）
1億4243万円  

予備費
1000万円 議会費

1億723万円

総務費
7億7207万円

減額はすれど、学校設備に重点配分減額はすれど、学校設備に重点配分
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その他の審議結果
審議結果        
全員賛成▶承認
全員賛成▶可決
全員賛成▶同意
全員賛成▶同意
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決

賛成10/反対1▶可決
全員賛成▶可決

賛成10/反対1▶可決
賛成10/反対1▶可決

全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決

賛成10/反対1▶可決
全員賛成▶可決

賛成10/反対1▶可決
全員賛成▶可決

賛成10/反対1▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決
全員賛成▶可決

　　　　　　　  　　　　　　　  議　　案
専決処分の承認
工事請負変更契約
副町長の選任
人権擁護委員候補者の推薦
住民基本台帳法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理
暴力団排除条例の制定
平成２４年度における固定資産税等に係る第１期の納期の特例に関する条例の制定
精神障害者医療費支給条例の制定
指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関する基準を定める条例の制定
子ども福祉手当支給条例の制定
心身障害者手当支給条例の制定
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の改正
議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の改正
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の改正
教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の改正
税条例の改正
国民健康保険税条例の改正
母子家庭等医療費支給条例の改正
障害者医療費支給条例の改正
介護保険条例の改正
町営住宅条例の改正
養老福祉年金支給条例の廃止
市町村職員退職手当組合規約の変更
後期高齢者医療広域連合規約の変更
一般会計補正予算（第５号）
国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
介護保険特別会計補正予算（第３号）
公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　愛知で唯一入院食事給付を実施している豊山町
は、継続すべき。また、お年寄りの敬老祝金、高齢者
日常生活支援事業を縮小することに何の意味が
あるのか。住民の暮らし、福祉、安全を守ることが
自治体の仕事。予算案の町長の目玉は、扶助費の
１事業の廃止と所得制限や６事業の縮小、削減で
ある。町長は、有識者懇談会のあいさつでも、イン
フラ整備を強調し、公共工事費用捻出のための、
弱者切り捨てではないかと懸念し、反対する。

　第４次総合計画に基づいた予算を組み、住民
サービスの低下を最小限に抑えたと認識する。
JAXAの稼働、MRJプロジェクトの進展、航空宇宙
産業形成特区指定、FDA路線拡大など希望の持てる
状況の中、町制40周年の施策が随所に見られる。
教育、文化、福祉、環境、防災等の全てのジャンルで、
ハード・ソフト面のきめ細かな予算が組まれた。
厳しい財政の中、最少資源と財源で最大の福祉
政策を取り入れており、賛成する。

反対討論　野崎 隆子議員 賛成討論　今村 一正議員
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現在の庁舎

町制施行時の庁舎

旧庁舎

昭和４７年４月１日の町制施行以来、本年で４０周年を迎える。
その記念事業の概要と予算総額を報告する。

ト ピ ッ ク ス

　　　  記念事業

記念式典

南極観測隊　講演会

MRJ＆JAXA見学会

宇宙学校

星空観測会

なんでも鑑定団

NHK公開番組

FDAチャリティコンサート

宇宙飛行士講演会

３０周年で町のマスコット

キャラクターとした「地空

人くん」の着ぐるみを作成

予算総額

　　　　　　　　　　　   事業概要
一般及び自治功労者を表彰する
数度にわたり、南極観測を行っている豊山中学校出身の
戸田 茂氏（愛知教育大学准教授）による講演会を実施する
JAXA拠点・三菱重工業小牧南工場の施設見学
JAXAが主催する宇宙をテーマにした講演会を開催する
本町在住のアウトドアータレント鉄崎 幹人氏による
星空観測会を実施する
なんでも鑑定団の出張鑑定を実施する
Eテレ（NHK）全国放送
「ハートネットTV 公開すこやか長寿」の公開録画　
FDAいわて花巻便を活用し、岩手県を拠点とする四重奏
による東日本大震災チャリティコンサートを開催する
宇宙飛行士を招き、宇宙体験、地球の美しさ、
生命の尊さについての講演
記念式典でお披露目。以後、町のイベントに活用する

1，360万円

住民と共に歩んだ40年を祝う住民と共に歩んだ40年を祝う住民と共に歩んだ40年を祝う



Q

A

住
民
参
加
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
官

学
連
携
を
試
み
た「
豊
山
町

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」は
画
期

的
と
、評
価
さ
れ
て
い
る
。

10
年
後（
平
成
32
年
）に
は

評
価
が
真
価
と
な
る
こ
と

を
願
い
、質
問
す
る
。

　

航
空
宇
宙
産
業
を
主
と

し
た
先
端
産
業
を
呼
び
込

む
神
明
地
区
は
、「
総
合
特

区
」の
指
定
区
域
外
に
あ

る
。税
制
を
始
め
様
々
な
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い

中
、空
港
関
連
企
業
を
ど

の
よ
う
な
形
で
受
け
入
れ

て
い
く
の
か
。道
筋
を
つ
け

る
た
め
の
調
査
、情
報
収

集
は
進
展
し
て
い
る
か
。中

道
の
振
興
地
区
は
支
援
施

設
と
ア
ク
セ
ス
道
路
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
。支
援

施
設
と
は
何
か
。見
当
は

つ
い
て
い
る
か
。

　

高
添
地
区
は
工
業
地
、公

共
公
益
施
設
の
受
け
皿
と

の
こ
と
。22
年
３
月
議
会
、

工
業
系
ア
レ
ル
ギ
ー
も
あ

り
、地
域
の
理
解
を
得
る

手
法
を
検
討
と
の
答
弁
。

併
せ
て
尋
ね
る
。

神
明
地
区
は
、県

営
名
古
屋
空
港
、

三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
飛
行
研
究
拠
点

に
接
し
、地
理
的
に
航
空

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に

好
立
地
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
産
業
立
地
誘

導
地
区
と
位
置
づ
け
た
。

　

現
状
、農
地
と
し
て
土

地
利
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、

一
朝
一
夕
に
工
業
的
な
土

地
利
用
へ
の
転
換
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、基

礎
的
な
調
査
、情
報
収
集

は
今
後
も
継
続
す
る
。

　

中
道
地
区
は
既
存
の
大

規
模
集
客
施
設
の
賑
わ
い

を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
地

域
振
興
関
連
地
区
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
広
域
的
な

集
客
と
一
層
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
は
、土
地
利
用

転
換
と
施
設
の
再
配
置
等

が
必
要
と
考
え
る
。例
示

す
る
と
、既
存
の
施
設
と
一

体
化
し
た
広
域
的
交
流
拠

点
施
設
と
都
市
的
イ
ン
フ

ラ
が
考
え
ら
れ
る
。現
時

点
で
は
具
体
的
な
計
画
は

な
い
。

　

高
添
地
区
の
開
発
規
制

に
つ
い
て
は
、
限
定
的
に

開
発
が
許
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
行
為
に
規
制
を
加
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮

に
規
制
を
加
え
る
と
す
る

な
ら
ば
、土
地
所
有
者
等

の
総
意
に
よ
る
申
し
出
が

必
要
で
あ
る
。

　

高
添
地
区
の
土
地
利
用

の
検
討
状
況
は
、新
た
な

公
共
施
設
計
画
等
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、具

体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い

な
い
。
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A
・
継
続
し
て
調
査

情
報
収
集
を
す
る

安
藤 

春
一 

議
員

Q
・
都
市
計
画
マ
ス
タ

プ
ラ
ン
の
前
進
を

よりよい町政へよりよい町政へよりよい町政へよりよい町政へ
TOYOYAMA

工業的な土地利用への転換は困難

QQ AA&&
一般質問
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Q

Q

A

A
国
保
医
療
費
適
正

化
に
向
け
、レ
セ

プ
ト
電
子
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
取
り
組
み
が
全
国
的

に
開
始
さ
れ
、効
果
を
あ
げ

て
い
る
。本
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
次
の
点
を
聞
く
。

①「
希
望
カ
ー
ド
」配
布
や

「
差
額
通
知
」で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
を
。

②
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て「
重

複
や
頻
回
受
診
者
」へ
の
正

受
診
訪
問
指
導
を
。

③
先
進
地
の
活
用
を
研
究

し
て
、範
囲
を
広
げ
、医
療

費
適
正
化
の
取
り
組
み
を
。

④
今
後
の
高
齢
化
の
進
展

に
備
え
て
、福
祉
部
門
の
人

材
登
用
・
増
員
を
。

⑤
レ
セ
プ
ト
電
子
デ
ー
タ

活
用
に
つ
い
て
近
隣
市
町

の
取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

①
基
準
日
を
９
月

１
日
と
す
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
カ

ー
ド
化
で
の
更
新
に
合
わ

せ
て
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
」を
１
世

帯
に
１
枚
ず
つ
配
布
す
る
。

国
保
医
療
費
の
適
正
化
に

向
け
た
差
額
通
知
は
、国
の

状
況
か
ら
見
合
わ
せ
た
。

②
重
複
・
頻
回
受
診
者
の
把

握
は
し
て
い
る
。が
、適
正

受
診
訪
問
の
実
施
段
階
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

③
レ
セ
プ
ト
電
子
デ
ー
タ
の

現
段
階
で
の
活
用
は
、特
定

健
診
結
果
、が
ん
検
診
精
密

検
査
後
の
受
診
状
況
の
把
握

の
み
。今
後
、先
進
地
の
事
例

研
究
し
、活
用
の
範
囲
の
拡

大
に
努
め
る
。

④
職
員
の
育
成
を
は
じ
め
、

福
祉
部
門
の
適
正
な
人
材

配
置
を
す
る
。

⑤
近
隣
市
町
で
の
活
用
状

況
は
、
特
定
の

原
因
疾
患
に
対

す
る
指
導
を
目

的
と
し
て
い
る
。

今
後
は
資
料
を

収
集
し
、
住
民

の
方
々
の
健
康

増
進
や
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な

が
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。

昨
年
末
に
実
施
し

た
、職
員
研
修
の

成
果
報
告
と
今
後
の
計
画

策
定
予
定
を
聞
く
。

図
上
訓
練
は
、か

な
り
混
乱
し
た
と

の
報
告
を
受
け
て
お
り
、業

務
継
続
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
認

識
し
た
。

　

三
連
動
地
震
発
生
を
想

定
し
た
県
の
被
害
予
測
調

査
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、本
町
の
地
域
防
災
計

画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
業
務
継
続

計
画
の
策
定
に
も
着
手
し

て
い
く
。全
庁
的
な
取
り
組

み
が
必
要
な
た
め
、策
定
ま

で
に
２
か
年
ほ
ど
か
か
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

A・資料を収集し適正化に努める

A
・
策
定
に
着
手
す
る

今村 一正 議員

Q・レセプト電子データの活用で
　　国保医療費適正化を

Q
・
業
務
継
続
計
画

	 
	 

　
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
予
定
は

レセプト点検中

QQ AA&&
一般質問
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A

新
年
度
か
ら
中
学

校
の
教
科
に
柔
道
、

剣
道
等
の
武
道
が
必
修
に

な
る
よ
う
だ
。豊
山
中
で

は
従
来
体
育
の
時
間
に
剣

道
が
少
し
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
た
と
思
う
。武
道
が

必
修
と
な
る
と
指
導
者
の

問
題
、施
設
の
問
題
等
の

準
備
も
大
変
だ
と
思
う
。

そ
れ
に
伴
う
予
算
は
大
丈

夫
か
。中
学
生
の
頃
は
、人

生
の
内
で
心
身
共
に
最
も

大
き
く
成
長
す
る
大
切
な

時
で
あ
る
。心
身
を
鍛
え

る
一
番
良
い
時
期
で
日
本

武
道
の
心
得
も
必
要
だ
ろ

う
。私
は
、質
実
剛
健
、剛

毅
木
訥
の
精
神
を
養
う
意

味
か
ら
も
一
時
期
柔
道
を

経
験
し
心
配
で
あ
る
の
で

尋
ね
る
。

　
柔
道
が
必
修
で
あ
れ
ば

投
げ
る
者
の
注
意
も
重
要

だ
が
、ま
ず
は
受
け
身
を
十

分
に
。武
道
の
必
修
開
始
時

期
、そ
の
種
目
、男
女
別
、指

導
者
、設
備
、怪
我
の
対
応
、

そ
し
て
一
番
大
切
な
事
前

の
安
全
対
策
は
。

平
成
24
年
度
か
ら

新
学
習
指
導
要
領

が
全
面
実
施
と
な
り
、新

し
い
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
実
質
的
に
武
道
が
必

修
と
な
る
。

　
豊
山
中
学
校
で
は
平
成

21
年
度
か
ら
全
学
年
に
お

い
て
男
女
共
、剣
道
を
必

修
と
し
て
お
り
、引
き
続

き
剣
道
を
履
修
さ
せ
る
。

　
体
育
館
内
の
武
道
場
に

は
、防
具
と
竹
刀
を
必
要

な
人
数
分
を
備
え
て
い

る
。
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る

よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け
る

と
共
に
、指
導
方
法
・
技
能

等
の
習
得
に
は
県
主
催
の

体
育
実
技
研
修
会
等
に
参

加
さ
せ
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
。

7
とよやま議会だより　No.120  平成24年5月1日

A
・
日
頃
か
ら
心
が
け

対
策
を
講
じ
る

Q
・
武
道
の
安
全
対
策
は
大
丈
夫
か

TOYOYAMA
坪井 武成 議員

いざ出陣！

QQ AA&&
一般質問
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QA

Q

A

議
会
放
映
中
止
は
、

第
４
次
総
合
計
画

で
目
標
と
し
て
い
る「
広

報
・
広
聴
の
充
実
」に
逆
行

し
て
い
る
。Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
代

わ
る
有
効
な
手
段
を
検
討

し
て
い
る
か
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
議
会
中
継
は
、

議
会
改
革
検
討
会
議
で
検

討
さ
れ
、議
会
の
意
志
と
し

て
中
止
と
決
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。町
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
議
会
側
の
意
志

決
定
を
踏
ま
え
、本
年
度
よ

り
中
止
と
し
た
と
こ
ろ
で
る
。

し
た
が
っ
て
、現
時
点
に
お

い
て
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

代
わ
る
議
会
中
継
に
つ
い

て
は
、考
え
て
い
な
い
。

①
人
材
育
成
の
た

め
に
実
施
し
た
海

外
派
遣
を
中
止
す
る
に
あ

た
り
、ど
の
よ
う
な
検
証
、

ど
の
よ
う
な
評
価
が
あ
っ

た
か
。

②
10
人
ず
つ
18
年
間
、合
計

１８０
人
を
派
遣
し
た
。人
材
の

掘
り
起
こ
し
は
し
た
か
。

③
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

を
再
検
討
し
実
施
方
法
等

を
工
夫
し
て
再
開
す
る
つ

も
り
は
な
い
か
。

④
一
般
町
民
の
派
遣
は
ど
う

か
。Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
や
Ｍ
Ｒ
Ｊ
な

ど
、世
界
規
模
で
夢
を
与
え

て
く
れ
る
研
究
所
や
航
空

産
業
が
あ
る
。海
外
に
友
好

都
市
を
作
る
く
ら
い
の
意

気
込
み
で
、町
を
拓
い
て
頂

き
た
い
が
ど
う
か
。

A・現時点では考えていない

A
・
自
治
体
主
導
の

　
　
交
流
事
業
は
行
わ
な
い

粟田 昌子 議員

Q・議会中継、
　　ＣＡＴＶに代わるものは

Q
・
国
際
交
流
や
人
材
育
成
に
つ
い
て


　
　

町
長
の
考
え
を
問
う

平
成
21
年
度
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

世
界
的
な
大
流
行
を
き
っ

か
け
に
中
止
を
決
め
た
。

①
検
証
に
は
、参
加
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り

「
外
国
に
対
す
る
興
味
や

関
心
が
高
ま
っ
た
」「
異
文

化
と
の
交
流
を
経
験
し
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」な
ど
の
回
答
が
多

数
あ
り
、一
定
の
成
果
を
得

た
も
の
と
判
断
し
た
。

②
公
募
の
形
を
取
る
こ
と

で
意
欲
あ
る
人
材
の
掘
り

起
こ
し
を
図
り
、報
告
会
や

広
報
を
通
し
て
活
用
し
た
。

③
平
成
22
年
、23
年
度
に

実
施
し
た
ス
キ
ー
体
験
研

修
が
、生
徒
・
保
護
者
か
ら

高
評
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は

今
後
も
再
開
し
な
い
。

④
国
際
化
に
関
し
て
は
、

学
校
教
育
に
お
い
て
語
学

学
習
や
国
際
理
解
を
推
進

す
る
と
共
に
、多
言
語
に

よ
る
生
活
の
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
通
じ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

も
っ
た
人
材
育
成
や
在
住

外
国
人
の
方
が
過
ご
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
き
た
。

　

近
年
、国
際
交
流
が
人
々

の
暮
ら
し
の
中
で
日
常
に

な
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
中

で
、あ
え
て
自
治
体
が
主
導

し
て
特
定
の
国
と
交
流
事

業
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

CATVの議会中継は中止

QQ AA&&
一般質問



Q

A

交
通
弱
者
、高
齢

者
、特
に
通
院
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
公
共
交
通
、医

療
機
関
を
主
ル
ー
ト
と
し

た
循
環
バ
ス
の
制
度
設
計

及
び
早
期
運
行
を
求
め
る
。

　
ま
た
、循
環
バ
ス
は
広

域
交
通
と
も
か
か
わ
り
が

あ
る
。
広
域
交
通
に
つ
い

て
、町
の
考
え
を
問
う
。

　
高
齢
者
が
必
要
と
す
る

目
的
地
・
時
間
帯
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
求
め
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

で
は
、デ
マ
ン
ド
バ
ス
対
応

も
考
え
ら
れ
る
。

　
高
齢
に
伴
い
自
動
車
免

許
を
返
上
し
自
転
車
へ
、

自
転
車
か
ら
徒
歩
へ
と
安

全
策
を
講
じ
て
い
る
方
々

も
多
い
と
思
う
。

　
交
通
弱
者
の
切
実
な
声

は
な
か
な
か
行
政
に
は
届

か
な
い
。届
い
て
は
い
る
が

形
に
な
っ
て
こ
な
い
の
が

現
状
で
は
な
い
か
。高
齢

者
、交
通
弱
者
の
た
め
の

公
共
交
通
の
早
期
実
現
を

求
め
る
。高

齢
者
や
障
が
い

者
の
外
出
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
既
存
タ
ク

シ
ー
の
活
用
、社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
、デ
マ
ン

ド
運
行
と
併
せ
て
、24
年

度
に
検
討
を
行
う
。検
討

に
あ
た
っ
て
は
、グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す

る
。利
用
者
の
声
を
で
き
る

か
ぎ
り
汲
み
取
る
よ
う
に

努
め
る
。

　
地
域
公
共
交
通
会
議
に

は
、高
齢
者
・
福
祉
代
表
者

も
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、学
識

経
験
者
や
バ
ス
運
行
業
者

と
一
緒
に
、議
論
を
深
め
て

い
く
。

　
広
域
交
通
に
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
や
関
係
者
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
な
が

ら
、地
域
全
体
の
公
共
交
通

が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
、研
究
を
行
っ
て
い
く
。

9
とよやま議会だより　No.120  平成24年5月1日

A
・
24
年
度
の
制
度
設
計
を
目
指
す

Q
・
交
通
弱
者
の
た
め
の
公
共
交
通
対
策
を

TOYOYAMA
水野 晃 議員

み
ん
な
に
や
さ
し
い
循
環
バ
ス

QQ AA&&
一般質問
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岩村 みゆき 議員

Q

A

高
齢
化
が
ど
ん
ど

ん
進
ん
で
い
る
中
、

22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
給
付
費
が
、９
億
６

千
９
百
万
円
と
な
っ
た
。　

　

前
年
度
と
比
べ
、約
１
億

円
の
増
加
で
あ
る
。高
額
医

療
の
原
因
疾
患
と
な
る

「
が
ん
」対
策
、病
気
の
重

症
化
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
接

種
、生
活
習
慣
病
の
予
防

な
ど
、予
防
医
療
に
力
を

入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、以
下
の
点
に
つ

い
て
聞
く
。

①
水
ぼ
う
そ
う
、お
た
ふ
く
、

ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
助
成
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

②
24
年
度
、特
定
検
診
及

び
が
ん
検
診
日
の
拡
大
は
。

③
成
人
を
含
め
た
食
育

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

④
社
教
セ
ン
タ
ー
健
康
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
有
効

活
用
を
。

⑤
各
種
助
成
制
度
の
広
報

の
強
化
を
。①

厚
生
科
学
審
議

会
感
染
症
分
科
会

予
防
接
種
部
会
で
、ヒ
ブ
、

小
児
肺
炎
球
菌
、水
痘
、お

た
ふ
く
か
ぜ
、子
宮
頸
が

ん
、Ｂ
型
肝
炎
及
び
成
人

肺
炎
球
菌
の
７
疾
病
に
つ

い
て
予
防
接
種
法
で
の
類

型
が
了
承
さ
れ
た
。し
か
し
、

ま
だ
任
意
接
種
の
段
階
で

あ
る
た
め
、国
の
接
種
助

成
制
度
の
確
立
を
ま
っ
て
、

町
の
助
成
の
可
否
を
判
断

す
る
。

②
特
定
健
診
受
診
日
は
、

10
月
の
検
診
期
間
中
に
土

曜
日
を
１
日
増
や
す
。　

　

本
年
度
よ
り
指
定
医
療

機
関
と
し
て
西
春
日
井
地

区
内
の
42
病
院
に
拡
大
し

た
こ
と
か
ら
、今
後
、大
腸
・

肺
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
の
５
検
診
は
、個

別
検
診
に
よ
る
特
定
健
診

と
同
時
受
診
が
で
き
る
。

③
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
を
開
催
し
、推
進

員
の
増
加
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、成
人
へ
の
食
育
活
動

の
推
進
に
取
り
組
む
。

④
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
利

用
周
知
は
、窓
口
で
の
利

用
案
内
と
、町
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
活
用
に
努
め
る
。

⑤
各
種
助
成
制
度
・
サ
ー

ビ
ス
利
用
案
内
は「
く
ら

し
の
便
利
帳
」の
充
実
や

広
報
掲
載
に
よ
り
行
う
。

A
・
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
取
り
組
む

Q
・
予
防
医
療
に
力
を
入
れ
医
療
費
の
抑
制
を

QQ AA&&
一般質問



Q

A

町
内
に
お
け
る
国

有
地
、い
わ
ゆ
る

赤
道
・
青
道
は
、平
成
12
年

度
か
ら
平
成
14
年
度
に
か

け
て
、国
か
ら
町
に
譲
渡
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

今
ま
で
、国
か
ら
農
地

と
し
て
借
り
受
け
、苗
田

と
し
て
利
用
し
て
い
た
方

が
都
合
に
よ
り
、国
に
返

さ
れ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

国
に
返
さ
れ
た
土
地
が
東

部
供
用
施
設
の
隣
と
の
こ

と
だ
が
、東
部
供
用
施
設

は
利
用
者
が
多
い
時
や
ご

み
集
積
所
と
し
て
の
利
用

等
も
あ
り
、駐
車
場
が
足

り
な
い
時
も
多
々
あ
る
。そ

の
土
地
を
国
よ
り
買
受
け
、

駐
車
場
と
し
て
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

　

今
後
、そ
の
他
の
国
有

地
及
び
赤
道
・
青
道
の
処

理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。赤

道
・
青
道
に
つ

い
て
は
平
成
12
年

４
月
１
日
施
行
の
地
方
分

権
一
括
法
に
お
い
て
国
か

ら
譲
与
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、平
成
12
年
度
か
ら

平
成
14
年
度
の
３
年
間
で

国
か
ら
無
償
譲
与
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
赤
道
の
譲
渡
申
請

は
平
成
22
年
と
23
年
に
そ

れ
ぞ
れ
各
１
件
あ
り
、合

計
２
件
の
譲
渡
を
完
了
し

て
い
る
。

　

国
有
農
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、東
部
供
用
施
設

の
北
側
に
あ
る
国
有
農
地

は
平
成
23
年
度
に
国
へ
借

り
主
よ
り
解
約
申
し
入
れ

さ
れ
て
お
り
、既
に
国
へ
返

還
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、町
に
優
先
的
に
、

こ
の
農
地
の
取
得
希
望
の

照
会
が
あ
る
の
で
、そ
の
時

点
で
取
得
の
判
断
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
か
ら
譲
与
さ
れ
た
赤

道
な
ど
を
町
が
積
極
的
に

譲
渡
を
進
め
る
考
え
は
な

く
、譲
渡
希
望
者
か
ら
申

請
が
提
出
さ
れ
た
段
階
で

判
断
し
て
い
く
。

11
とよやま議会だより　No.120  平成24年5月1日

A
・
取
得
希
望
が
あ
Ჭ
た
時
点
で
判
断
す
る

Q
・
国
有
地
の
現
状
と
利
用
は

TOYOYAMA
熊沢 直紀 議員

既に国へ返還された国有地

QQ AA&&
一般質問
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Q

QA

A
町
内
の
防
火
水
槽

の
設
置
場
所
に
は
、

標
識
板
か
、道
路
上
の
消
火

栓
の
黄
色
の
囲
い
文
字
表

示
が
な
さ
れ
て
い
る
。20
年

程
前
か
ら
の
防
火
水
槽
の

設
置
場
所
に
は
標
識
板
の

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。昨
年

の
大
地
震
後
、防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。よ
り
住
民

の
意
識
を
高
め
る
た
め
に

も
、離
れ
た
所
か
ら
も
確
認

で
き
る
標
識
板
の
設
置
を

全
箇
所
に
必
要
と
考
え
る
。

消
火
栓
に
は
標

識
の
設
置
義
務

は
な
い
が
、消
防
署
や
消

防
団
が
、火
災
時
に
水
利

の
場
所
を
す
ぐ
に
特
定
で

き
る
よ
う
に
、消
防
水
利

の
基
準
に
適
合
す
る
防
火

水
槽
や
65
口
径
の
消
火
栓

に
標
識
を
設
置
し
て
い
る
。

　

消
防
水
利
の
基
準
に
適

合
し
な
い
40
口
径
の
水
利

は
、基
本
的
に
近
隣
住
民
の

方
が
使
う
も
の
と
考
え
て

お
り
、消
火
栓
の
蓋
へ
の
黄

色
の
標
示
で
場
所
が
特
定

で
き
る
の
で
、標
識
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
。

公
共
施
設
の
屋
外

照
明
全
般
に
ソ
ー

ラ
パ
ネ
ル
、風
力
発
電
付
の

照
明
に
変
更
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

　

大
き
な
エ
コ
も
重
要
だ

が
、最
も
身
近
で
簡
単
な
エ

コ
の
普
及
で
、経
費
の
節
約

を
実
行
す
る
こ
と
が
大
事

と
考
え
る
。ま
た
、名
鉄
バ

ス
停
留
所
同
様
、タ
ウ
ン
バ

ス
停
留
所
時
刻
表
の
ソ
ー

ラ
パ
ネ
ル
設
置
は
、防
犯
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

公
共
用
施
設
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
は
、防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
新
栄
小

学
校
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
を
行
う
。他
の
施
設
に

つ
い
て
は
、改
修
が
必
要
に

な
っ
た
時
点
に
お
い
て
、導

入
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　

タ
ウ
ン
バ
ス
停
留
所
へ
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
は
、

当
該
停
留
所
が
あ
お
い
交

通
の
占
有
物
で
あ
る
。従
っ

て
、町
は
そ
の
判
断
を
す
べ

き
立
場
に
は
な
い
。

A・40口径には、
　　設置する考えはない

A
・
改
修
の
時
点
で
検
討
す
る

尾野 康雄 議員

Q・消防水利の標識は全箇所に

Q
・
屋
外
照
明
に
ソ

ラ

パ
ネ
ル
を

基準に適合した防火水槽に設置された標識

QQ AA&&
一般質問
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Q

Q

A

A
昭
和
53
年
建
設
、

築
34
年
を
経
過
し

て
い
る
。

　
建
物
も
ボ
イ
ラ
ー
な
ど

の
設
備
も
毎
年
修
理
が
必

要
。雨
漏
り
も
始
ま
り
、24

年
度
大
屋
根
の
改
修
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
衛
生
面
か
ら
調
理
場
の

ド
ラ
イ
化
問
題
、耐
震
診
断

や
耐
震
工
事
の
内
容
と
今

後
の
改
修
計
画
な
ど
の
町

の
方
針
を
尋
ね
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
53
年
に
ウ
ェ

ッ
ト
方
式
に
よ
り
建
築
し

た
。ド
ラ
イ
方
式
を
導
入
す

る
ま
で
は
、ド
ラ
イ
仕
様
の

調
理
器
具
の
使
用
や
作
業

方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
ド

ラ
イ
運
用
に
よ
る
調
理
作

業
を
継
続
す
る
。

　
改
修
計
画
等
は
、建
築
後

34
年
が
経
過
し
て
い
る
た

め
修
繕
箇
所
は
多
く
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、当
面
は
修

繕
に
よ
り
対
処
と
し
て
い
く
。

　
改
修
計
画
は
、財
政
状
況

を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

県
が「
行
革
大
綱

に
係
る
重
点
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
素
案
」を
示
し
、

福
祉
医
療
の
改
悪
を
検
討

す
る
準
備
に
入
っ
た
。

　
県
の
補
助
が
削
減
さ
れ

れ
ば
、補
助
金
と
と
も
に

推
進
し
て
い
る
子
ど
も
・

障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・

後
期
高
齢
者
な
ど
の
福
祉

医
療
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
。

　
県
に
方
針
撤
回
を
求

め
と
。

昨
年
12
月
に
、県

は「
行
革
大
綱
に

係
る
重
点
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
公
表
し
、高
齢
化
の

進
行
、医
療
の
高
度
化
等

に
伴
い
、医
療
費
の
増
加
が

予
測
さ
れ
る
。限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
持
続
可
能
な

制
度
と
し
て
い
く
た
め
の

「
福
祉
医
療
制
度
の
見
直

し
」の
検
討
に
取
り
組
む
。

県
の
見
直
し
に
係
る
工
程

表
で
は
、平
成
24
年
度
に

市
町
村
と
の
協
議
・
調
整

の
場
が
設
け
ら
れ
る
。そ
の

際
に
は
町
と
し
て
の
意
見

を
申
し
述
べ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
水
道
・
衛
生
組
合
等
の
町

長
・
議
員
の
報
酬
問
題

A・改修計画は、財政状況を
　　見ながら判断

A
・
県
と
の
協
議
の
場
で
意
見
を
言
う

Q・どうする老朽化した給食センター

Q
・
県
の
福
祉
医
療

　
　
見
直
し
方
針
の
撤
回
を
求
め
よ

野﨑 隆子 議員

おいしい給食を作るセンター

QQ AA&&
一般質問
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追跡追跡
ジェネリック医薬品促進に
「希望カード」の発行を

国保医療費抑制のため、「希
望カード」を発行してジェネ
リック医薬品の利用促進を進
めてはどうか？

答弁

タウンバスに学割を導入して
学生の利用に便宜を

タウンバスは学生の利用が少
ない。学割や定期券等の制度
を導入して、学生の便宜を
計ってはどうか？

答弁

どうする？
県営名古屋空港活性化

ＪＡＬ全線撤退後、ＦＤＡのみの
就航となる。今後の利用拡大に
むけての活性化策はどのよう
に考えているか？

答弁

２４年度９月に、世帯に１枚
ずつ発行・配布する

24年度9月に国保の被保険者
証を更新カード化する。あわ
せて「希望カード」を世帯に
１枚ずつ配布する

通学定期券等の導入に伴う
課題を研究中

積み残しや車両の大型化
など、通学に対応した課題を、
調査検討中である

５路線・１２便に拡大
利用者数も大幅増加

平成24年3月から新潟線が
新たに就航。花巻・青森線が2
往復に増便。助成制度も浸透
して、利用者数増加

「希望カード」発行・配布に
ついて検討

国保医療費抑制のために全国
で発行され始めている。発行
や配布について前向きに検討
を開始する

どうなった

総合連携計画を踏まえ慎重
に進めていく

現在、地域交通総合連携計画
を策定中。その中で通学定期券
の導入も検討している。様々な
状況に留意して、慎重に進める

どうなった

空港利用促進のため助成
制度を新設

町民の利用を促進するため
「利用促進助成制度」を新設
し、旅行やビジネスでの利用
拡大を図っていく

どうなった

1年前の
あの質問
1年前の
あの質問

どうなった
あの答弁

定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年３月定例会の中から選んでみた。
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  5日（月）本会議（議案上程、説明）　12日（月）一般質問

13日（火）本会議（議案質疑）　　　  15日（木）福祉建設委員会

19日（月）総務文教委員会　　　　  23日（金）本会議（委員会報告、討論、採決）

定例会のあらまし　　会期：3月5日（月）～23日（金）

議会視察報告議会視察報告議会視察報告

 ４月11日ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）及びＭＲＪ（三菱リージョナル
ジェット）を視察した。
　この２月に、公募で「飛翔」と決定
した実験用ジェット機が到着。
　航空技術開発には、ＦＴＢ（実験用
航空機）を使っての飛行実証が必要。
　この実験はＭＲＪ開発にも貢献
する。

本格稼動したJAXAを視察

3月29日、青山行を始め9人が特別養護施設老人ホーム「平安の里」を視察した。明るい色に包まれたお洒
落な建物（４階建）は、いかにも人にやさしい造りだと直感した。
　定員96名（現在豊山町から5名）で、4月5日から入居開始とのこと。四季の自然と親しむ目的の屋上庭園
からは、南に302号、東は名岐バイパス・名古屋高速16号を眺め、緑
豊かな田園風景が迫ってくる。実に素晴らしい環境にある。
　入居者の憩いの場でもある食堂はキッチンアイランドを備え、杉材の
フロアーが家庭的な雰囲気を漂わせている。共同生活スペース（廊下
など）も同じ仕様。快適な寝浴バスは、電動式で移動がスムーズに調節
できる。入浴者本人は無論、介護する職員の負担も軽減する工夫が見
られる。トイレも当然、機能的・衛生的な最新のものが完備されている。
　施設全体を通して、全く閉塞感がない。日当りや明かりを
巧みに生かし、やさしさとゆとりの空間を随所に採り
入れている。細部にわたって配慮がよく行き届いている。
　スタッフが、給食のシミュレーションの最中であった。
その真剣で熱い光景をみて、安心した。働く職員一人
ひとりの礼儀正しくさわやかな応対に接し、何よりうれ
しく感動した。

やさしさとゆとりの空間「平安の里」を視察
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　豊山町ソフトボール協会は体育協会の傘下にあって、県協会の主催する競技のソフトボール
に積極的に参加しております。町内においては、春秋のトーナメントを始め、リーグ戦を開催
しています。小学生から女性、高齢者まで参加できるレクリエーションであり母子ソフトボールは
人気種目です。
　今後もソフトボールの普及に取り組んでまいります。事業所等の参加も大歓迎です。

増田 昌司

囲碁・将棋

　毎週日曜日の午後、東部供用施設に高齢者が集まり、囲碁を打っています。
　囲碁ルールは極めて簡単で自由な発想により、相手との調和やバランスを考えながら行う高
齢化社会にふさわしい趣味です。また、相手との実力差があってもハンディをもらうことによ
り対等に勝負できます。
　将棋部はありませんが、子ども広場将棋教室を土曜日の午前に月２回行っています。参加希
望の方はお問い合わせください。お待ちしております。

平手 康晴
文化協会創立40周年の記念式典で受賞

議会広報編集委員
次回の定例会は、６月４日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問　６月１１日（月）午前９時３０分予定）
町のホームページから会議録がご覧いただけます。

www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

町議会 をクリック

悠
ゆう

友
ゆう 遊

ゆう

老いも若きも楽しく参加


